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古来より人々は環境と相談しながら,里海,盟 的な伐採作業を行って限萌芽を促し,間引いて勢

也,里山から構成される里域を頗成してきた｡里 いのあるヒコバ工を残し (もやわけ),萌芽更新

域の-主要要素である里山では,人々は数多くの によって薪炭を持続的に確保してきた｡さらに

薪炭林を育成し,燃料をはじめとする生物資源を 人々は雑木や有害生物を取り除く作業も行ってき

たOその結果,ある一定の広がりを持ち,有用な
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萌芽指数∇(ナブラ)一里山の林分をより的確に理解するために一
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1盟山林と伐採による萌芽

)10 O0日常生活C)ために確保してきた (鴬谷,2

05

暖温帯の薪炭林は,普通,スダソィ,ヤマモモ, 山野草も豊かな薪炭林分が形成された｡また,と

タフノキなどの萌芽再生力の強い樹種で構成され きには周辺の雑木林に含まれる生育のよい樹種や

ている｡安定した薪炭生産を行うために,人々は 個体をスポ･ソト的に管理し,そうして育成した孤

こうした樹種に対して1年から3年間隔の定期
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木を択抜 ･利用してきた (梅本, 未発表)｡丁寧
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に管理されてきた薪炭林床下に広がる根圏では, ものが良いであろう｡そこで私達が提案したいの

ときに個体同士の根部が塘合して ｢根連理｣構造 か,萌芽指数 dneg adshoo gi x:∇intnintsprou

を示すことかある (梅本.未発表)｡こうした林

分は健全な周囲の個体から根系を通じて栄養補給

を受けることが出来るために嚇芽再生が早くなる

こともあったoこのように,人々は薪炭を最大限

に確保するために,多角的で注意深い管理保全対

策を里山林に施してきたのである｡ 

labnaである｡なお,この記号はナブラ ( )と読

む｡伐採後に複数本の幹が再生した結果,その株 

U)形状が,前述したようにタコ足状であり,さら

にシンボル化すると数学や物理学で用いられるナ

ブラという字形と酷似するからである｡

注目している林分を構成する特定樹種の個体数

をN,そのうちタコ足状を示す多幹性の萌芽個体

.萌芽指数の撹唱 数をMとすると,萌芽指数∇は以下のように表さ2

れる｡ 

2.. ∇ -M/N (0≦∇≦1)a単幹性と多幹佐

里山の薪炭林を構成する樹種は本来,幹が1本 これを広義の萌芽指数と呼ぶことにする｡たと

立ちで均整のとれた単幹性 -ilsnge;kdtrune-ilsnge えば,薪炭林として利用の高い林分の ∇ほ1に近

hoo を示す｡これが自然木の基本的な樹形で

ある｡一方,根際から伐採され後に幹の切断面や

その脇から萌芽再生 (根萌芽)する喝合,その個

体は多数の細い茎を伸ばす場合もあるが,自己間

引きされたり整形されて 1本の幹となり,やや斜

上しながら単幹性を示すようになる｡その個体は

その後も継続される萌芽更新という周期的な管理

itngs

作業によって 2幹性 ,さらには多幹性 mu

mn ti hoo となり,株元から再生しitngs-
lu
m;
kde
t

-itl

くなり,逆に自然度の高い林分は0に近づく｡多

くの場合,この広義の指数で充分に里山林分の成

り立ちを埋解できる｡ 

2.C.狭義の萌芽指数

つぎに,萌芽指数をさらに正確に計算する場合

を考えてみよう｡前述したように多幹性の萌芽に

は幹の伐採が原因の場合と自然枯死,落雷や気象

災害による突然死といった場合が考えられる｡そ

た幹がタコの足が天に向かって実きだしたような

独特の形状を示すようになる (図 日｡こうした

管理によって,連続的で安定した薪炭の供給が可

能となる｡

管理や利用方法によっては林分の全個体がそう

した景観を示す場合もあるし,スポット的に利用

こで,伐採によってタコ足状を示す多幹性の萌芽

個体数をMl,伐採後で再生後時間がさほどでな
い場合の単幹性萌芽個体数をM2,自然な原因に

よる多幹性の萌芽個体数をNl,萌芽更新してい
ない本来の樹形を示す単幹性個体数をN2とする

と,狭義の萌芽指数 ∇■は以下のように表される｡ 

Nされた場合には,単幹作例木から成る林分に忽然 V'= (Ml+M2)/

とタコ足状の株が現れる様な景観となる｡聖域で =

a)多幹性の原因のほとんどは萌芽更新作業であ

り,主幹の自然枯死や落雷,気象災害による不慮

の事故を除けば,自然な原因による多幹性萌芽は

それほど多くはないであろう｡ 

2..b 広義の萌芽指数

さて,幹の伐採後に萌芽再生した結果として形

成されるタコ足状の株形状に注目して.里山 (盟

域)における林分の形成過程を念頭に置きながら,

自然度や人為撹乱度とその歴史をいささかなりと

も表現する指数を考えたい｡この際,人間の干渉

度を的確に表現できてしかも計測や計算がし易い

((Ml+M2)/Ml+M2+Nl+N2)

-般には,広義の指数値が自然原因による多幹

性萌芽個体を含むので,狭義のそれよりもやや大

となるだろう｡なお,注目している林分の各数値

の算定には,株の形状や幹の切断面の状況,株周

囲の状況,隣の個体との関係,環貨調査など現場

での入念な観察,住民からの詳細な過去の林分管

理と利用に関する聞き取りが欠かせない｡とくに

狭義の萌芽指数を算定する場合は,観察や聞き取

りをとくに綿密にする必要がある｡旧薪炭林など

で個体サイズは中小規模だが,思わぬ高齢樹か確

認されるかも知れない｡
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2(】付記

萌芽指数は,原則として種ごとに計許されるべ

きである｡しかし,広義,狭義に関わらず,林分

を構成するすべての棚の個体を合わせて計算して

も充分に意味をなす｡これは時に見られる雑種個

体を扱う際にも有効である｡さらに,個体ごとの

萌芽件数などで並み付を行って萌芽指数を計H_

し,林分の生産性とその持続性とを関連づけるこ

とも可能である｡

萌芽指数 ∇あるいは ∇■は,定義から明らかな

ように,0か t)1までの抱卵に収まる｡∇あるいL

は ∇-の数値が低いほど,伐採などの人為的影響

ををあまり受けず,自然度が高い自然林というこ

とになる｡逆に lに近いほど伐採による萌芽更新

個体が多い'11. L];統制JF林であり,自然度が低いが文

化を支えてきたrJ.l域林あるいは里山林と解釈でき

る｡もちろん.%表示でも差し支えない｡

こ0)哨芽指数という尺度を植生調査表と共に使

えば,対象とする林分をさらに正確に理解するこ

とが‖†能となる｡この指数は里域における木本植

生の解析にとくに有効と考えられる｡良好とされ

るl二L.L林o∇や ∇I!EI ) を検討 して見る必要がある｡

托Hしている林分における生物多様性や文化多様

他 とこ0)指数との関係あるいはこの指数と里地か

らC)距離とa)槻係などは軌味深い研究テーマとな

る｡また,クコ足状を生み出した株管理法の起源

や地Jq.l的分布の民族学的研究も重要である｡ 

:3明剃 旨数と文化論

今l77捉 P',l .した萌芽指数▽あるいは狭義の指数∇■J

にl英1蓮してL.::十の付加的談論をしておきたいO日

本の暖温僻にはいわゆる照築樹林が広がってい

る｡こa) :7を構成する代表的な樹種はスダジィ,他/[.

･ソプラジィ,タブ ノキ,カクレミノ,ユズリ ハ ,

ヤブツバキなどである｡しかし,照盛樹林を暖温
耕常紬ム盛樹林とか暖;E.広葉樹林,常緑照葉樹林,F;

ヤ7､ソバキクラス糾城などと呼ぶこともある｡芋 

H那rJ立場による,11'. ) LL.e. ･･-見0迎いを考:gしても研究報告

におけるそれらの川語の定題や相互の関係は不明

確である｡一･万,照葉樹林文化という表現は文献

や専l‖1.FFだけでなく新rEHなどでも比較的多く見受

けられるが,暖温帯常糸剥去礎樹林文化という表現

は未だかつてみたことがない｡暖温帯常緑広葉樹

林と照集樹林との関係を,萌芽指数という尺度を 

使うとどうなるだろうか｡結論から先にいうと,

噸芽指数が低い林分を暖温帯常録広葵樹林的,高

い林分を照葉樹林的とそれぞれ表現できると私達

は考えている｡つまり,文化との相互作問のもと

に暖温帯常緑広柴樹林が照襲樹林に醸成されてい

くと昆なすのである｡その過握で萌芽性が高 く,

生産性が安定なスダジイやヤマモモなどの樹種が

里域や里山で選択されていくことになる｡人/Zは

適切な保全および倫理観を形成しなから,照典樹
林文化を暖温帯常緑広重樹林一照葉樹林連続体の

上で成立させてきた見なすのである｡その意 味で

は照葉樹林は単なる暖温帯常緑広廉樹林の代償植

生と理解するのではなく,長年にわたる人々の努

力によるonst管理 コされた半栽培状態o有用簡iu . )

園であり,管P=-さえ適切ならば持続的,半永久的p.

に生活資源を提供してくれる生きた文化財振合と

理解した方がよい｡クコ足状の株を見たときに,

何か神秘的なあるいは畏敬の念,安堵感,懐古の

情や親しみを私達が抱 くのは,そうした坪由から

であろうと考えられる｡
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